佐久島レースレポート　ホーネット　片山大河
今回の佐久島レースは、私にとって本チームで初めて参加するレースとなりました。大学時代にはディンギー(スナイプ)に乗っていたためセーリングの経験自体はありましたが、クルーザーでのレース経験はまだ少なく、スナイプとは多くの点で感覚が異なることを改めて実感しました。佐久島東潮流ブイを回る長いコースの中で、クルーザーならではの難しさと面白さの両方を味わうことができ、とても充実したレースだったと思います。 
レース中は主にジブ・スピントリマーとヘルムスを担当しました。特に苦戦したのはスピントリムです。これまでスピンをトリムした経験がなく、風向や艇速に対してどの程度シートを出し引きすればよいのかの感覚がなかなかつかめませんでした。そのため、大きくずれていたタイミングが何度もありました。その都度教えていただきなんとなくはわかるようになりましたが、かなり難しさを感じました。
ジブトリムについても、スナイプとの違いにかなり戸惑いました。スナイプではシートを直接手で操作するため、シートのテンションやセールの状態を感覚的につかみやすいのですが、クルーザーではウィンチを使用するため感覚がありません。そのため細かな調整が難しく、引きすぎたり出しすぎたりしてしまうこともありました。理想のセールシェイプもスナイプとは少し違うように感じ、そこも難しかったです。
ヘルムスについても多くの学びがありました。まず単純に艇の大きさや慣性が異なるため、どれくらい舵を切ったらどれくらいバウが振れるのかという感覚がスナイプとは全く違いました。スナイプでは修正舵に対する反応が比較的素直で、自分の感覚と艇の動きが一致しやすい感覚があったのですが、クルーザーでは反応にタイムラグがあり、つい舵を切りすぎたり修正が遅れたりする場面がありました。
また、ヘルム感に関しても大きな違いを感じました。スナイプではヘルムス自身が体を大きく使ってヒールトリムを行いながら、いいヘルム感になるよう艇をコントロールします。艇の傾きとティラーにかかる重さの変化を直接感じながら操船できるため、艇の状態を把握しやすい面があります。しかしクルーザーでは艇が大きいため、ヘルムス一人でヒールトリムを調整し切ることができず、メイントリマーやクルーの動きに大きく依存します。スナイプでは自然にできていた感覚的な動作が、クルーザーではとても難しいということを学びました。
反省点は多くありましたが、それ以上に学ぶことの多いレースでした。スピンやジブのトリム、ヘルム操作など、普段なかなか経験できないことを実践の中で学ぶことができましたし、何より大人数でチームとして協力しながらレースを戦うクルーザーの楽しさを強く感じました。まだまだ経験不足で周囲に助けてもらう場面ばかりでしたが、非常に満足感のある時間でした。まだまだ未熟ですが、是非またレースに参加したいと思います。
